
農地整備に活用可能な補助事業の概要表

補助事業名 事業内容 事業主体 補助率 主な実施要件

①農業競争力強化農地整備事業
 農地整備事業（経営体育成型・中山間地域型）

農地集積の加速化や農業経営規模の拡大に資する農地の大区画化・汎用
化等の基盤整備

北海道
国：50％（55%）
道：32.5%
その他：17.5%（12.5%）

・農業生産基盤整備事業のうち２以上を総合的に実施
・担い手の集積率又は集約化率が一定の割合以上
・受益面積20ha（中山間10ha）以上等

②農地中間管理機構関連農地整備事業

【一般型】
中間管理機構が借り入れている農地における、農業者の申請・費用負担
によらない、区画整理等の農業生産基盤整備
【省力化整備型】
中山間地域等人口減少が著しい地域において、草刈りや泥上 げ等の営農
又は施設の維持管理に関する省力化を行う整備

北海道

国：62.5％（67.5%）※
（※補助＋推進費）
道：32.5%
その他：5%（0%）

・受益面積10ha（中山間5ha）以上
・15年以上の中間管理権の設定
・担い手への集団化の推進
・収益性等を20％以上向上等

③農業基盤整備促進事業
畦畔除去や暗渠排水の施工など、地域のニーズに沿ったきめ細かな基盤
整備

市町村
農協
土地改良区
農地中間管理機構ほか

国：50％（55%）
道：14%※
その他：36％（31%）※
※農業用用排水施設以外は
道：0%
その他：50%（45%）

・農業基盤整備計画の策定
・受益面積5ha以上
・農業者2者以上
・総事業費200万円以上等

畦畔除去や暗渠排水の施工など、地域のニーズに沿ったきめ細かな基盤
整備や、稲作から野菜・果樹等の高収益作物への転換、地域特産物等の
病害虫対策、水田の貯留機能向上のための畦畔整備等及びスマート農業
といった先進的な営農体系の導入を支援
※事業実施は下記の型による

（全ての型共通）
・農業者2者以上
・総事業費200万円以上
・農地耕作条件改善計画の作成

【地域内農地集積型】
畦畔除去による区画拡大や暗渠排水等のきめ細かな耕作条件の改善を支
援

・農地中間管理機構との連携を図ること
・地域内農地集積促進計画の作成

【高収益作物転換型】
基盤整備と一体的に行う輪作体系の検討や実証展示ほ場の運営、高収益
作物への転換に向けた計画策定から高付加価値農業施設の設置など営農
定着に必要な取組を支援

・農地中間管理機構との連携を図ること
・高収益作物転換促進計画の作成
・受益地の１／４以上を新たに高収益作物に転換

【スマート農業導入推進型】
基盤整備と一体的に行うGNSS基地局の設置等、スマート農業の導入に
ついて支援（自動操舵システム導入、先進的省力化技術の実装）等

・農地中間管理機構との連携を図ること
・スマート農業導入推進計画の作成

【病害虫対策型】
病害虫の発生予防・まん延防止を図るための土層改良、排水対策等を支
援

・病害虫対策計画の作成

【水田貯留機能向上型】
水田の雨水貯留機能を向上する「田んぼダム」の実施に必要な畦畔の更
新、排水口の整備等

・農地中間管理機構との連携を図ること
・水田貯留機能向上計画の策定

【土地利用調整型】
多様で持続的かつ計画的な農地利用のためのゾーニングい必要な交換分
合や基盤整備を支援

・農地中間管理機構との連携を図ること
・土地利用調整計画の策定

負担割合の( )書きは、中山間地域等の負担割合

④農地耕作条件改善事業

市町村
農協
土地改良区
農地中間管理機構ほか

国：50％（55%）
道：14%※
その他：36％（31%）※
※農業用用排水施設以外は
道：0%
その他：50%（45%）


